
使用済自動車の台数：3,433千台
初期充填量：2,232トン※１（HFC）

不明（CFC）

フロン類の回収・破壊の状況について（平成25年度実績） 参考資料５

引取業者～
フロン類回収業者

所有者

初期充填量のうち未回収のもの（事故・使用時漏洩含む）： 1,427トン※２（HFC）
不明（CFC）

回収量：805.3トン（HFC）※４

21.1トン（CFC）※４

フロン類回収業者によって再利用された量：24.3トン（HFC）※４

3.0トン（CFC）※４

引取量（＝破壊量）：781.0トン（HFC）※４

18.1トン（CFC）※４

※１ 自動車工業会によるデータを基に環境省算出
平成25年度における使用済自動車の平均使用年数（約14年）を基に、使用済自動車排出台数に平成11年度における平均フロン類充填量（650g）を乗じたもの

※２ 自動車工業会によるデータを基に環境省算出
※１による初期充填量（2,232トン）からフロン類回収業者による回収量（805.3トン）を引いたもの

※３ 自動車再資源化協力機構へのヒアリング
※４ 自動車リサイクル促進センターホームページ（http://www.jarc.or.jp/info/results/pdf/freon_ad13_01.pdf）
※５ 産業構造審議会産業技術分科会廃棄物・リサイクル小委員会自動車リサイクルＷＧ中央環境審議会循環型社会部会自動車リサイクル専門委員会 第３２回合同会議参考資料１

自動車製造業者等
（自動車再資源化協力機構）

(約64%）

(約36%）

(約1%）

(約35%）

フロン類破壊業者※５

早来工営（159千台；40.8トン）

エコシステム秋田（563千台；145.4トン）

旭硝子（623千台；191.3トン）

三井･デュポンフロロケミカル（436千台；117.6トン）

メキシケムジャパン（894千台；247.1トン）

サツマ酸素工業（179千台；47.7トン）

沖縄フロン回収処理（50千台；11.0トン）

ハリタ金属（7千台；2.5トン）

(約35%）

使用済自動車全体に占めるカーエアコン搭載車の割合は、およそ88％
（ただし、明らかにフロン類が全く含まれていないとして引取業者が「エアコ
ンなし」と報告したもの（事故車など）は含まれない。）※３


